
第13号様式 (第49粂関係)

特 記 事 項

く末矛U用エ ネル ギ
ー等 によ る発電畳 の割 合 の拡 大 を凶 るた め の措 置 の実施 状況 ,

自治体滑tn工場における廃薬物発電、工親廃4t利用での発電な どか らの電力を蛇入出来る様、

努めましたが 60Bzエ リアでの購入に至 りませんでした。

(火力焚柳 「にお ける熱効 率 の同上 を凶 るた めの清 性 の実加 状 況 ) .

稼働4の 向上を図 り 結 果として 実 質的な熱効率の向上につなが り 当 該発電設備か らの

二酸化炭素排出量の抑制に寄与 しました。

く府肉の電気符用者に対するlt球温崚化の防止に貫する収租の英7u状況,

省エネ承識の向上 効 果の確認年々、温暖化対策の働きかけの一助とすべく、需要家から
ON DEMANDにて 当骸需要家の消費電力量データを入手できるシステムのtt集をして
きました。2007年度夏からの利用が可能な見通しです。

社有革を持たない運用をしました。
クールビズを実施し、本社オフイスでの節電に努めました。
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電 気 事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

ダイヤモントパワー株式会社

当する事業者要
「 電気事採法第 2条第 1項第 2■ に規定する
,電 気事業法第 2条第 1項第3号 に規定する

らの余剰電力を船入し、オフィスビル、大規模店師 ホ テル、病院等の電力自由化対模
|のお客様へ 電 力の小充を実施する事業を行っています。

球 温 暖 化 対

( 実 施 状 況 )

天然ガス利用の拡大に努めました。
自治体の一般廃爽物発電からの低力ll入に努力しましたが、60Hzエリアでは結果を得られませんでし

バイオマス発電からの電力鵬入を実施てきましたが 501zエ リアにとどまりました。

球 温 暖化 対

( 実 施 状 況 )

電源グループ 〈旧電力開発グループ)に て温室効果ガス抑Hlにかかわる目標 措 置を担当しています。
・
関IH会社での発電効率向上 C02J卜出量の把握、バイオマス発電か らの電力蛇入の計画奪、対策に
努めています。

室 効 果 ガ ス

気の供給に伴 う
室 効 果 ガ ス
出 の 量 の 削
を 図 る た め
置 の実 施 状

都市ガス 天 然ガスを燃料とする電力供給窒を拡大しました。
電力会社からの電力購入を仰市場活用により拡大しました。
上記それぞれの相乗効果にて、C02排出係数の目標を達成出来ました。

自然エネルギー

給の量の割合
大を図るため
置 の実 施 状

再生可能エネルギーによる電振確保に努めましたが 成 約には至りませんでした。
他tlのパイオマス発電による電力の鵬入に努めましたが、1件のみ5 0Hzエリアにとどまりました。

環境価値のみの船入を目標とし、当該目標値を確保できました。


